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 豪雨と灼熱の中、駆け抜けた神宮　― 東京六大学野球春季リーグ戦 ―

 一体感の六旗、挑戦の合演

 応援団 OB・OG 会「近畿の会」スタート !!

東京六大学野球春季リーグ戦。黒田団長を中心とした新生応援団は、
質量ともに充実した旧幹部が抜けた不安を吹き飛ばす見事な応援で硬
式野球部を鼓舞し、A クラス復帰（２位）を果たしました。

圧巻は投手が球を投げられない程の豪雨に見舞われた対明治二回戦。
風雨に怯むことなく声を上げ続け、演奏し、踊り続けた現役部員達の
闘志は見ている観客を圧倒し、皆を熱い応援の世界に引きずりこんで
行きました。この一人ひとりの団員のひたむきさこそが、今年の立教
大学応援団の大きな強みであると感じた神宮でした。

間もなく開催される秋季リーグ戦では春にも増した熱い応援で、きっ
と硬式野球部を優勝に導いてくれることでしょう。

( 幹事長　細川 義洋 ) 

６月１６日府中の森芸術劇場で行われた第六十五回「六旗
の下に」ではリーダー部が素晴らしい覇気と気合を見せてく
れました。片手で十字を切ってからの昇り竜の団旗礼、「行け、
立教健児」での低い位置から相手に向かって突き上げる「立
教ならではの突き」など迫力満点のステージでした。
「一体感を大事に作り上げる事が目標だった。同期や後輩に

も感謝の気持ちしかありません」( 黒田団長談 )
続いて７月７日に行われた第四十四回合同演奏会でも立教

の技術スタッフが素晴らしいステージを作ってくれました。
チアの「ダンシングヒーロー」は、これまでにない大人のダ
ンスに挑戦し可能性を見せてくれました。重厚で男性的な音
と女性的で柔らかいガードのバランスが見事だったドリル、
難解なジャズを確かな技術とノリで演奏し場内を巻き込んだ
座奏、いずれも立教スタッフの指導が光るステージでした。
「今年は特にサウンドに力を入れた」( 神谷ドラムメジャー

談 )「バンドと別のステージでチアらしさをどのように出す
か苦心した」( 奥崎連盟常任委員談 )

( 編集委員　西  香織 )

大阪・京都・兵庫・滋賀・奈良・和歌山の近畿圏
を対象とした「近畿の会」が発足し、６月３日に開
催した第１回懇親会には昭和 42 年卒の大先輩から平
成 29 年卒の若手まで、幅広い年代の皆さんがお集ま
りになりました。

今後の懇親会開催については２府４県の現住所を
OB・OG 会にお届けされている方に往復葉書でご案
内させていいただきます。
（編集委員　西 香織）
【近畿の会幹事ご連絡先】
那須 輝久先輩（昭和５２年卒）
携帯 : 090 6914 8780  
E-Mail：aloha_2.7_teruhisa@yahoo.ne.jp
天本 博文先輩（昭和５６年卒）
携帯：090 5096 1055  
E-Mail：iron.hiro.al@ezweb.ne.jp

 ＯＢ・ＯＧ会費納入のお願い
ＯＢ・ＯＧ会では今年度も会費のご納入をお願いしております。本会費については、うち 4,000 円を

現役の支援にあて、残りをＯＢ・ＯＧ会の運営および応援団創部周年記念行事のための積み立て金にあ
てさせていただいております。

特に現役学生は、硬式野球部の応援に年間 20 試合以上を始め、体育会各部の応援に日々奔走する中、
学業、就職活動等もあり、渉外活動にも限りがあります。そうした状況の中、OB・OG 会よりの支援な
しでは、応援活動、合宿、団祭、定期演奏会等の活動にも支障をきたす状況にあり、OB・OG 各位にお
かれましては、その辺りの事情もお汲み取りの上、会費納入の程、何卒よろしくお願い申し上げるものです。

( 会計　浅井 雅 )

■　会費 
平成 26 年～ 30 年ご卒業 5,000 円 (OBOG 会運営費 1,000 円、学生支援金 4,000 円 ) 
平成 25 年以前にご卒業 8,000 円 (OBOG 会運営費 4,000 円、学生支援金 4,000 円 ) 
※	 同封の郵便振替用紙をご利用いただきますと手数料がＯＢＯＧ会負担となります。 

尚、振替用紙の通 信欄には運営費金額、学生支援金金額の他、寄付金記入欄も印字しています。寄付
金をご納入頂ける方は、（　）内に金額ご記入いただきますようお願い申し上げます。

また銀行への振込をご希望の方は、以下の振込先までよろしくお願いいたします。但し、銀行振込の
場合は振込手数料がご本人負担となりますので、よろしくお願いいたします。 

■　銀行振込の場合の振込先
三井住友銀行 池袋支店 普通 625914 立教大学応援団ＯＢ・ＯＧ会 会計委員 浅

あさい ただし

井雅
三菱東京 UFJ 銀行 池袋支店 普通 361078 立教大学応援団ＯＢ・ＯＧ会 会計委員　浅井雅

 OB・OG 現役懇親会のご案内
毎年恒例の OB・OG 現役懇親会を下記の通り開催いたします。普段、接する機会の少ない現役部員と
の交流、OB・OG 同士の懇親の場として楽しい会にさせていただきます。皆様、お誘いあわせの上での
ご来場を心よりお待ち申し上げます。

■	 日時 : 平成 30 年 9 月 30 日 ( 日 )　開場 12 時 30 分、開宴 13 時 00 分
■	 場所 : 立教大学池袋キャンパス内 第一食堂
■	 会費 : 5,000 円 

出欠のご連絡につきましては、以下までよろしくお願いいたします。
　　細川 義洋　携帯：080 3455 8049  E-Mail：imlacky4416@gmail.com

 六旗会開催のご案内
毎年恒例の六旗会が下記の要領で開催されます。今年の当番校は明治大学です。 
ご同期、先輩後輩お誘いあわせの上、ぜひご参加下さい。

■	 日時 : 平成 30 年 11 月 4 日 ( 日 )
	 開場： 14 時 00 分、開宴 14 時 30 分〜 

■	 場所 : 〒 101-8301 東京都千代田区神田駿河台 1-1
			   　　 明治大学アカデミーコモン 2F
		  （アクセス）右の地図をご参考ください。

■	 会費 : 5,000 円（予定）

	 尚、ご出席の連絡は OB・OG 会ホームページ掲載
の「六旗会：連絡フォーム」に入力頂くか、担当の澤栗 
稔 （090 7417 8621）に 10 月末日までにご連絡お願い致
します。
（連盟先輩理事　澤栗 稔）

【編集後記：芙蓉の高嶺】 
９０歳のお爺さんと１８歳の女の子が同じ価値観を持つ団体なんて他にあるだろうか。校

歌応援歌を聞けば血が騒ぎ、同じことに感動し、同じ場面で泣き、同じ言葉に心から笑える。
生まれも育ちも年齢も今の生活も全て違う筈なのに同じ心を持つ者が集まる。そんな伝統を
頑なに守り続ける応援団には、いつまでも筋の通った頑固さを求めたいと思う。（S62卒 細川）



 東京六大学野球秋季リーグ戦日程と神宮観戦にあたりましてのお願い
●応援席はOB・OGの方も有料です。
●OB・OG席はリーダー台の前のブロッ
　クから“内野側”に一つずれた最前列の
　ブロックとなります。
●OB・OGの方がいらした際、現役部員
　が席までご案内することは行っており
　ません。
●OB・OGの方の優先入場はありません。
　一般の方と同じ列からご入場ください。
●エールは試合開始30分前になります。
　エール交換中は入退場が出来ませんの
　でご了承下さい。
●応援席内での写真撮影は原則、許可さ
　れた方のみとなります。
●応援席内は禁酒・禁煙となります。

 現役からの近況など
●団長・リーダー部長 黒田 雄介

四月より新たに 40 名を超える新入生を迎え、過去にないほどの大きな団体となった我々
応援団は、現在非常に充実した時期を過ごしております。特にリーダー部は、人数が多いか
らこその、纏まりのある迫力ある応援作りに取り組んでおります。また同時に、型や突きの
原点回帰という部分も意識して練習に取り組んでおります。

この二つが合わさった時、「これぞ立教」という応援が出来ると思います。

●主務 藤掛 陽香
本年度の新入生勧誘活動では大きな成果を挙げ、現在、120 名を超える団員が応援団に所

属しております。前期を終え、本年度も折り返しの時期になりました。後期は、前期の活動
や夏季合宿で学んだ事を活かし、各部の技術面、そして応援団員としての精神面の更なる成
長を目標に、活動に臨んで参ります。そして私達現役部員を支えて下さっている OB・OG
諸先輩方への感謝の気持ちを今後の応援活動に表して参りたいと思っております。

●吹奏楽部長 安達 まどか
吹奏楽部は合同演奏会やサマーコンサートを通じて個々の力を確実に伸ばして参りました。
一年部員も活動にすっかり馴染み、個性を発揮してくれております。後期はいよいよ定期

演奏会への練習が始まります。前期で培った力を存分に発揮し、刺激し合い、バンドとし
て大きく成長して参りたいと思います。今後も吹奏楽部一同、練習に応援に全力を注いで参りますので、
変わらぬ御支援、御協力の程宜しく御願い致します。

●チアリーディング部長 齊藤 綾花
現在チアリーディング部は 8 月 11 日の大会など前期の活動を通し新たな試みに苦戦する

ことも多くありましたが、全員が技術向上という一つの目標に向かい取り組む中で、学年を
超えた信頼関係を築き、心身ともに大きく成長することが出来ました。後期も更にレベルアッ
プしたチアリーディング部を目指して精進して参ります。御支援、御協力の程宜しく御願い致します。

 フォア・ザ・チームで優勝、そして共に美酒を！　
	 ― 野球部 溝口 智成監督インタビュ ―

夏合宿・強化練習にお忙しい硬式野球部の溝口監督を訪ね、秋のシーズンに向けての抱負などを伺い
ました。

― 春の 2 位という成績をどうとらえていますか？
２位とは言っても王手をかけたわけでも優勝に絡めたわけでもな

く、惜しかったとかは全く思っていません。我々は常に優勝を意
識した戦いを続けなければならず、優勝できなかったことを “何を
やってるんだ” と感じるくらいでないと強くはなれないし、選手も
優勝争いだけで満足できる奴はいないと思います。。

― 今のチームの課題は何ですか？
現状の個々の力では法政・明治などとまだ差があります。必要な

のはチームプレイで、例えば、ヒットは打たなくてもチームのため
に沢山の球を見るなど自身の役割を個々が果たすことですが、まだ

「自分が打って勝つ」というような部分があります。ヒットが出な
くても繋いで点をとり、みんなで勝つような野球が必要と思ってい
ます。相手投手が良ければ、バットを短く持って食らいつくとか、
必死にバントをするとか、そういうところは、まだ明治や慶應の方
がウチより長けており、立教にはバカになって、やるときはやると
いうような必死さが足りないと感じます。

― 今年のチームの強みを一言でいうと？
私の見てきた５世代の中で一番純粋に練習を積むことができま

す。また、チームの為になることなら、( あれこれ言わずに )　いい
からやってみようぜという、フォア・ザ・チームという姿勢もあります。去年の戮力同心の精神はまだ残っ
ており、これで結果が出れば、それが立教野球部の根本精神になると思います。

― 秋はどのような勝ち方をするチームになるでしょうか？
一人の力に頼らない勝ち方です。エースが途中でバテても “投手陣” としてみんなでカバーし、四番

が打たないでもその前後が “打撃陣” として、なんとか繋いで点をとる。そんな勝ち方をしなければい
けません。 みんながフォア・ザ・チームの精神をもってチームとして勝っていく野球をしたい。

― 応援団に一言
自分達は常に応援を背に戦っており、野球部と応援団は一体であると思っています。我々にとって、

勝利とは神宮の優勝以外にはなく、なんとしても優勝して共に美酒を飲みましょう。
溝口監督、お忙しいところをありがとうございました。
( 編集委員　大杉 睦実 )

 立教大学体育会応援団第 48 回定期演奏会のお知らせ
■	 日時 : 平成 30 年 12 月 6 日 ( 木 )、開場 17 時 30 分、開演 18 時 （予定）
■	 場所 : 練馬区立練馬文化センター ( 練馬区練馬 1-17-37 TEL03-3993-3311)

	 ( 西武池袋線、西武有楽町線、都営地下鉄大江戸線「練馬駅」北口徒歩 1 分 ) 

 立教大学体育会応援団団祭第 55 回「十字の下に」のお知らせ 
■	 日時 : 平成 30 年 12 月 8 日 ( 土 )、開場、開演 未定
■	 場所 : 立教大学タッカーホール
尚、団祭及び定期演奏会の時間については変更になる可能性がありますので、応援団ホームページよ

りご確認をお願いいたします。( 主務　藤掛 陽香 )

 チアリーディング部が久々に競技チアコンテストに出場！
チアリーディング部が８月１１日に開催されたＵＳＡ Ｓｃｈｏｏｌ＆Ｃｏｌｌｅｇｅ  Ｃｏｍｐｅｔ

ｉｔｉｏｎに出場しました。
立教は上級生中心に応援チアの精度を高めたホワイト、同じく上級生が中心で競技チア中心の演技構

成を組んだパープルの 2 チームが出場し、また下級生中心のイエローチームも審査対象外部門に出演し
ました。

多忙なスケジュールを押しての初出場。時間的にも体力的にも苦しい中の大会ではありましたが、自
らが競技者として応援される大会出場で得たものは今後の大きな糧になることでしょう。

競技を終えた上級生が下級生チームの演技に送る大きな声援も印象的でした。
結果は惜しくも入賞を逃しましたが、そこは久々の出場で右も左もわからない中でのこと、多くの課

題が見つかったというトレーニングチーフの言葉通り、今後目指すべき、チアの高みを体験できたとい
う点で、収穫の多い大会でした。

またチアリーディング部長の話によると、この大会の出場のおかげで、全員の技術の進歩は目覚まし
く、年末の定期演奏会ではこれまでにない高いレベルの演技が期待出来るそうです。

( 編集委員　大杉 睦実 )




